
ル
ビ
ー

有
限
会
社
エ
ク
ス
ト
ラ

静
岡
市
清
水
区
谷
田
1
2番

2
4号

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
Ô

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
５

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
2
0
0
0Ａ

Ｆ
Ｄ

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
2
0
0
0Ａ

Ｆ
Ｄ
［
タ
イ
プ
Ａ
］

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
3
0
0
0Ａ

Ｆ
Ｄ

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
3
0
0
0Ａ

Ｆ
Ｄ
［
タ
イ
プ
Ａ
］

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

拡
大
読
書
器
Ｖ
Ｓ
`
5
0
0
0Ｌ

Ｃ
Ｄ

株
式
会
社
西
澤
電
機
計
器
製
作

所
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
6
2
4
9番

地

携
帯
型
拡
大
読
書
器
Ｅ
Ｊ
`

Ｖ
Ｍ
0
1Ｎ
Ｐ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
四
国
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

愛
媛
県
東
温
市
南
方
2
1
3
1番
地
１

別
表
第
三
シ
ス
テ
ム
５
の
項
を
削
る
。

別
表
第
三
の
二
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ó
の
項
中「

ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ó
」

を「
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
３
」

に
改
め
る
。

別
表
第
四
パ
ソ
パ
ル
マ
ル
チ
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

E
M
O
S
P
X

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン
兵
庫
県
姫
路
市
北
条
一
丁
目
2
6
6番
地

M
C
T
O
S
M
o
d
e
lW

X
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン
兵
庫
県
姫
路
市
北
条
一
丁
目
2
6
6番
地

別
表
第
五
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
４
キ
ー
の
項
及
び
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
８
キ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
中

「
ア
イ
ト
ー
ク

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
サ
プ
ラ
イ
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
一
丁
目
1
8

番
1
8号

」
を

「
ア
イ
ト
ー
ク

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
サ
プ
ラ
イ
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
一
丁
目
1
8

番
1
8号

リ
ン
ゴ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
サ
プ
ラ
イ
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
一
丁
目
1
8

番
1
8号

」

に

改
め
、
同
表
パ
ー
ト
ナ
ー
フ
ォ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
テ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
６
×
３
２
の
項
中「

テ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
６
×

3
2」

を「
パ
ー
ト
ナ
ー
／
フ
ォ
ー
プ
ラ
ス
」

に
改
め
、
同
表
ポ
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ト
ー
ク
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ゴ
ー
ト
ー
ク
ポ
ケ
ッ
ト

宮
崎
美
和
子
（
こ
こ
ろ
工
房
）
徳
島
県
徳
島
市
方
上
町
馬
場
の
上
2
8
`
３

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第��号)官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
十
五
号

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）

第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
所

得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
六
条

第
七
項
第
二
号
に
掲
げ
る
契
約
の
内
容
を
主
た
る
内
容
と

す
る
共
済
に
係
る
契
約
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
財
務
大

臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成

二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

組
込
型
共
済
契
約

所
得
税
法
第
七
十
六
条
第
五

項
第
三
号
に
掲
げ
る
契
約
の
内
容
と
同
条
第
七
項
第

二
号
に
掲
げ
る
生
命
共
済
契
約
等
の
内
容
と
が
一
体

と
な
っ
て
効
力
を
有
す
る
一
の
共
済
に
係
る
契
約
で

あ
っ
て
、
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
十
号
の
事
業
を

行
う
農
業
協
同
組
合
の
締
結
す
る
も
の
を
い
う
。

二

入
院
給
付
日
額

治
療
を
直
接
の
目
的
と
し
て
被

共
済
者
が
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
た
こ
と
に
関

し
支
払
わ
れ
る
一
日
当
た
り
の
共
済
金
又
は
給
付
金

の
額
を
い
う
。

三

共
済
掛
金
積
立
金

保
険
法
（
平
成
二
十
年
法
律

第
五
十
六
号
）
第
六
十
三
条
及
び
第
九
十
二
条
に
定

め
る
保
険
料
積
立
金
で
あ
っ
て
、
農
業
協
同
組
合
法

第
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
共
済
金
等
の
給
付
に
充

て
る
べ
き
も
の
を
い
う
。

（
介
護
医
療
保
険
契
約
等
を
主
た
る
内
容
と
す
る
共
済

に
係
る
契
約
の
範
囲
）

第
二
条

所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
く
所
得
税
法
第
七
十
六
条
第
七
項

第
二
号
に
掲
げ
る
契
約
の
内
容
を
主
た
る
内
容
と
す
る

共
済
に
係
る
契
約
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
は
、
組
込
型
共
済
契
約
（
人

の
生
存
に
関
し
一
定
額
の
共
済
金
又
は
給
付
金
を
支
払

う
共
済
に
係
る
契
約
を
除
く
。）の
う
ち
、
そ
の
共
済
に

係
る
契
約
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
死
亡
共
済
金
又
は
死

亡
給
付
金
の
額
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

一

そ
の
共
済
に
係
る
契
約
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
入

院
給
付
日
額
の
百
倍
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
す
る

も
の
（
入
院
の
原
因
と
な
る
事
由
を
制
限
す
る
も
の

を
除
く
。）

二

そ
の
共
済
に
係
る
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
積
立
金

の
額
又
は
共
済
契
約
者
が
既
に
支
払
っ
た
そ
の
共
済

に
係
る
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
累
計
額
の
い
ず
れ

か
大
き
い
額
を
限
度
と
す
る
も
の

三

が
ん
に
罹
患
し
た
こ
と
又
は
常
時
の
介
護
を
要
す

る
身
体
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
に
基
因
し
て
そ
の
共

済
に
係
る
契
約
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
共
済
金
又
は

給
付
金
の
額
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と

す
る
も
の

〇
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
告
示
第
一
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
観
光
圏
の
整
備

に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来

訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
二
十
年

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

五
の
２
の
]
{
中
「
・

法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
き

組
織
さ
れ
た
協
議
会
の
構
成
員
た
る
公
益
法
人
に
よ
る
登

録
文
化
財
等
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
取
得
税
の
課

税
標
準
を
二
分
の
一
と
す
る
。（
総
務
省
）」を
削
り
、「
中
小

企
業
金
融
公
庫
」
を
「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
」

に
改
め
、
同
]
|
中
「
、
鉄
道
軌
道
輸
送
高
度
化
事
業
」

を
削
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
十
六
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
四
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
二
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
一
年
十
月
二
十
九
日
農
林
水
産

省
告
示
第
千
四
百
五
十
七
号
（
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則

第
六
条
第
七
十
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
の
行
う
証

明
に
関
す
る
手
続
を
定
め
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

第
一
条
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
に
、「
附
則
第
六
条
第
七
十
項
」

を
「
附
則
第
六
条
第
五
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
附
則
第
六
条
第
七
十
項
」
を
「
附
則
第
六

条
第
五
十
一
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中「

附
則
第
６
条
第
7
0項
」

を「
附
則
第
６

条
第
5
1項
」

に
改
め
る
。

››˜
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